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合否通知書

規定違反とは？

令和6年度

規定違反は「1」と表示されます

リニューアルより

硬筆書写技能検定

　令和 6年度第 1回の検定試験より、合否通知書
のデザインが一新されました。
　注目していただきたいのは、中段にある「実技
問題判定内容」です。このパートでは、左部に受
験した級の実技出題内容と観点が示され、右部に
は受験者の到達度がレーダーチャート形式で記載
されます。
　以前の合否通知では、相対的に点数が低かった
問題の問題番号が表示されるに留まっていました
が、今回の変更では、すべての問題でどの程度の
到達度であるのかが一目でわかるようになりまし
た。
　また、成績の良い受験者には上位の級へのス
テップアップを促すことで、さらに受験者の「や
る気」をお手伝いいたします。

　レーダーチャートでは、青色で示された受験者
の結果（あなたの判定ライン）と赤線で示された
当該級の合格ラインを比較し、どの程度の到達度
であるかを表示します。
　この時、「出題意図に反する解答」があった場
合には、図２のように、「規定違反または大幅な
減点」として、レーダーチャート上の「1」のラ
インで示されます。図２のレーダーチャートでは、
第 1問と第 3問に規定違反があることがわかりま
す。
　この「規定違反」については、各出題によって
該当する行為が定められています。規定違反と
なった問題が 1問でもあると合格が難しくなりま
す。必ず確認し、試験の際には規定違反にならな
いように答案を作成するようにしましょう。
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「速書き」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　「速書き」の問題では、対象の級位すべてにおいて能率
的に速く書く技能を求めています。そのためもっとも重要
な点は、「最後まで書き終えているか」ということです。1
分の黙読後、4分間で出題文のすべてを書き終えます。
　出題される文字数は、級が上がるにつれて多くなります
が、必ず最後まで書き終えて提出しましょう。最後まで書
き終えてはじめて、規定に則った答案として採点が行われ
ます。速く書きながらも字の形を整えて書くことができる
ように練習しましょう。

参考例：2級第１問

出題文を最後まで書き終えてい
ないと規定違反となります。

誤字、脱字を直していないと
減点となります。

定規、ものさしの利用や、
補助線、下書きがある場
合、規定違反となります。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

ココに要注意！

出題 字数
１級 第 1問 145 字程度
準 1級 第 1問 135 字程度
２級 第 1問 125 字程度
準２級 第 1問 120 字程度
３級 第 1問 115 字程度
４級 第 1問 95 字程度
５級 × 出題はありません
６級 × 出題はありません



「漢字」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　「漢字」の問題では、各級で指定された書体でますめや
わくの中に体裁よく書きます。ここでは、各書体を正しく
美しく表記できているかが主題となります。また、ますめ
やわくに対して適切な文字の大きさ、余白で書けているか
重要な要素となります。
　文字数や指定される書体は、級によって異なり、１級・
準 1級では楷書、行書、草書の三体。2級、準 2級、3 級
では楷書と行書が指定されています。指定された書体以外
で書くと規定違反になりますので注意しましょう。

脱字は、答案未完成と
して規定違反となります。

誤字は直してあっても
4 4 4 4 4 4 4

減点となります。
※ 6級のみ、鉛筆で書く
　ため書き直しても減点
　対象となりません。

定規、ものさしの利用や、
補助線、下書きがある場
合、規定違反となります。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

出題 字数 書体 内容
１級 第 2問 10 字 楷書・行書・草書 枠線の中に書く
準 1級 第 2問 8字 楷書・行書・草書 枠線の中に書く
２級 第 2問 10 字 楷書・行書 枠線の中に書く
準２級 第 2問 10 字 楷書・行書 ますめに書く
３級 第 2問 10 字 楷書・行書 ますめに書く
４級 × 出題はありません
５級 × 出題はありません
６級 第 1問 2字 楷書 ますめに書く

ココに要注意！

参考例：2級第２問



「縦書き」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　「縦書き」の問題では、漢字仮名交じり文を指定された
書体で書きます。
　1級〜 3級では、書体が「行書」と指定されているため、
行書の字形や点画の理解が求められるほか、文章全体の縦
方向の流れ、漢字と平仮名の調和などが重要です。4級で
は、書体が「楷書」と指定されていますので、楷書で正し
く整えて書くことを意識しましょう。また、3級では平仮
名を連綿を用いて書いてはいけませんので注意が必要です。
　文字そのものだけではなく、漢字や平仮名の大きさ、行
頭行尾の余白、行が曲がることなく書けているか等、全体
の体裁を整えて書きましょう。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

指定された書体以外で書
いた場合、規定違反とな
ります。

出題 字数 書体
１級 第 3問 55 字程度 行書
準 1級 第 3問 55 字程度 行書
２級 第 3問 50 字程度 行書
準２級 第 3問 50 字程度 行書
３級 第 3問 45 字程度 行書・連綿不可
４級 第 3問 40 字程度 楷書
５級 × 出題はありません
６級 × 出題はありません

ココに要注意！

誤字や脱字は直してあっ
4 4 4 4 4

ても
4 4

減点となります。

定規、ものさしの利用や、
補助線、下書きがある場
合、規定違反となります。

参考例：１級第３問



「横書き」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　「横書き」の問題では、漢字仮名交じり文を楷書で書き
ます。
漢字は楷書で書くという指定がありますので、書体を間違
えないようにし、片仮名やアルファベット、数字が含まれ
る文章が出題されますので、それぞれの文字を調和よく書
くことが重要です。
　また、文字そのものだけではなく、漢字や平仮名の大き
さ、行頭行尾の余白、行が曲がることなく書けているか等、
全体の体裁を整えて書きましょう。
　

誤字や脱字は直してあっ
4 4 4 4 4

ても
4 4

減点となります。

定規、ものさしの利用や、
補助線、下書きがある場
合、規定違反となります。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

出題 字数 書体
１級 第 4問 75 字程度 楷書
準 1級 第 4問 70 字程度 楷書
２級 第 4問 65 字程度 楷書
準２級 第 4問 65 字程度 楷書
３級 第 4問 60 字程度 楷書
４級 第４問 55字程度 楷書
５級 第 3問 30 字程度 楷書
６級 × 出題はありません

ココに要注意！

参考例：4級第4問

指定された書体以外で書
いた場合、規定違反とな
ります。



誤字や脱字は直してあっ
4 4 4 4 4

ても
4 4

減点となります。

「自由作品」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　和歌一首・現代詩・漢詩の中から、好きなものを一つ選
び、得意とする書きぶり、形で仕上げる問題です。
　書表現の領域で、高い美意識で、文字を書くことが要求
され、一つの作品として仕上げることが目的となります。
　文字の美しさ、布置章法など、様々な要素を組み合わせ、
美しく仕上げましょう。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

出題 内容
１級 第 5問 和歌・詩・漢詩より選択
準 1級 第 5問 和歌・詩・漢詩より選択
２級 × 出題はありません
準２級 × 出題はありません
３級 × 出題はありません
４級 × 出題はありません
５級 × 出題はありません
６級 × 出題はありません

ココに要注意！

補助線、下書きがある場
合には、規定違反となり
ます。

参考例：１級第５問

鉛筆で枠線を書いていな
い場合、規定違反となり
ます。



「はがきの通信文」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　「はがきの通信文」の問題では、はがき形式の用紙に適
切な文字の大きさや余白の取り方、書体や書きぶりを判断
して効果的に書く技能を求めています。
　字形や点画への理解と表現、縦書きの流れや行間、余白
といった全体構成に注意が必要です。
　通信文として、受け取り手に対して誠意ある美しい文書
となっていることが重要です。文字の大きさの変化や縦方
向への流れを意識し、解答用紙を効果的に使用しましょう。
　

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

解答用紙の枠外にはみ出
して書いた場合、規定違
反となります。

出題 字数 内容
１級 × 出題はありません
準 1級 × 出題はありません
２級 第 3問 90 字程度 枠線の中に書く
準２級 第 3問 80 字程度 枠線の中に書く
３級 × 出題はありません
４級 × 出題はありません
５級 × 出題はありません
６級 × 出題はありません

ココに要注意！

誤字や脱字は直してあっ
4 4 4 4 4

ても
4 4

減点となります。

定規、ものさしの利用や、
補助線、下書きがある場
合、規定違反となります。

参考例：２級第５問



「はがきの宛名書き」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　「はがきの宛名書き」の問題では、はがき形式の用紙に
適切な文字の大きさや余白の取り方、書体やその書きぶり
を判断して効果的に書く技能を求めています。
　字形や点画への理解と表現、文字の配置や行間、余白な
ど、宛名書きとしての構成に注意が必要です。
　受取人、差出人の住所、氏名によって文字の大きさや配
置を変えて全体を構成よく書くことで、宛名書きとして、
受け取り手に対して誠意ある美しい書式となっていること
が重要です。

参考例：３級第５問

受取人と差出人を逆に書
いた場合、規定違反とな
ります。

定規、ものさしの利用や、
補助線、下書きがある場
合、規定違反となります。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

ココに要注意！

出題 内容
１級 × 出題はありません
準 1級 × 出題はありません
２級 × 出題はありません
準２級 × 出題はありません
３級 第 5問 枠線の中に体裁よく書く
４級 × 出題はありません
５級 × 出題はありません
６級 × 出題はありません

解答用紙の枠外にはみ出
して書いた場合、規定違
反となります。

誤字や脱字は直してあっ
4 4 4 4 4

ても
4 4

減点となります。



「掲示（1級・準1級）」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　1級から 3 級「掲示」の問題では、B4 判の用紙に掲示
を仕上げる構成力と、字形や点画の正確性、美しさを求め
ています。
　1級から４級は油性または顔料系のマーカーを用いて書
きます。適切な文字の大きさや線の太さ、余白の取り方、
書体やその書きぶりを判断して効果的に、かつ筆記具の特
性を活かして表記しましょう。
　行間や字間にも注意しながら、点画や文字の組み立てを
正確にし、判読性良く書きましょう。

出題 字数 書体 筆記具
１級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

準 1級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

２級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

準２級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

３級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

４級 第5問 10 字程度 漢字は楷書 油性またま顔料系のマーカー

５級 第4問 10 字程度 漢字は楷書 鉛筆
６級 × 出題はありません

ココに要注意！

参考例：準１級第６問

一行以上書いていない部
分がある場合、規定違反
となります。

一つの点画を二度書き（後
なぞり）や、レタリング
文字で書いた場合、規定
違反となります。

用紙の 1/2 以下に小さく
書いた場合、規定違反と
なります。

用紙を横長にして書いて
いる、または横書きにし
た場合、規定違反となり
ます。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

誤字や脱字は直してあっ
4 4 4 4 4

ても
4 4

減点となります。

補助線や目印などが消さ
れていない場合、規定違
反となります。

下書きをした場合、規定
違反となります。



「掲示（2級から3級）」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

求める技能解答例

対象級位

　1級から 3 級「掲示」の問題では、B4 判の用紙に掲示
を仕上げる構成力と、字形や点画の正確性、美しさを求め
ています。
　1級から４級は油性または顔料系のマーカーを用いて書
きます。適切な文字の大きさや線の太さ、余白の取り方、
書体やその書きぶりを判断して効果的に、かつ筆記具の特
性を活かして表記しましょう。
　行間や字間にも注意しながら、点画や文字の組み立てを
正確にし、判読性良く書きましょう。

出題 字数 書体 筆記具
１級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

準 1級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

２級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

準２級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

３級 第6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

４級 第5問 10 字程度 漢字は楷書 油性またま顔料系のマーカー

５級 第4問 10 字程度 漢字は楷書 鉛筆
６級 × 出題はありません

ココに要注意！

参考例：２級第６問

一行以上書いていない部
分がある場合、規定違反
となります。

一つの点画を二度書き（後
なぞり）や、レタリング
文字で書いた場合、規定
違反となります。

用紙の 1/2 以下に小さく
書いた場合、規定違反と
なります。

用紙を横長にして書いて
いる、または縦書きにし
た場合、規定違反となり
ます。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

誤字や脱字は直してあっ
4 4 4 4 4

ても
4 4

減点となります。

補助線や目印などが消さ
れていない場合、規定違
反となります。

下書きをした場合、規定
違反となります。



「掲示（4・5級）」で求める技能と対象

規定違反や減点の例

解答例

　4級・5級の「掲示（縦書き）」の問題では、枠線の
中に漢字は楷書を用いて書きます。
　4級では、漢字及び平仮名の字形や点画と、文字の
配置や配列、筆記具の特性を生かした書きぶりが重要
になります。掲示として遠目から見て、その内容が理
解できるだけの太さをもった筆記具を使用し、漢字を
大きく、平仮名をやや小さく書くようにしましょう。
　5級では、漢字および平仮名を正しい筆順で、正し
く整えて書けていることが重要になります。
適切な大きさで行の中心を揃え、曲がらないようにで
書きましょう。

解答用紙の枠外にはみ出
して書いた場合、規定違
反となります。

出題 字数 書体 筆記具
１級 第 6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

準 1級 第 6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

２級 第 6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

準２級 第 6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

３級 第 6問 数行 油性またま顔料系のマーカー

４級 第 5問 10字程度 漢字は楷書 油性またま顔料系のマーカー

５級 第 4問 10字程度 漢字は楷書 鉛筆
６級 × 出題はありません

求める技能

対象級位

ココに要注意！

参考例：４級第５問、５級第４問

下書きをした場合、規定
違反となります。

補助線や目印などが消さ
れていない場合、規定違
反となります。

指定された書体以外で書
いた場合、規定違反とな
ります。

誤字や脱字は直してあっ
4 4 4 4 4

ても
4 4

減点となります。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

＜ 4級の規定違反＞

指定された書体以外で書
いた場合、規定違反とな
ります。

解答用紙の枠外にはみ出
して書いた場合、規定違
反となります。

指定された筆記具以外の
用具で書いた場合、規定
違反となります。

＜ 5級の規定違反＞


